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中 津川 


筆 川 


則 沢 川 


発電 所 別 





























項 単位 入 。 畑 
水系 河川 名 北上 川 水系 夏 油 川 
所 在 地 北上 市 和賀 町 岩崎 新 田 
形 式 ダム 式 
最大 有効 落差 | m 74.16 

発 最大 使用 水量 | < 355 
最 大 出力 | kW 2100 
年 間 供給 電力 量 自記 Wh 9 
運転 開始 年 月 平成 2 年 4 月 

電 | 有形 式 立 朝間 輪 単 流 油 巻 フラ ン シ ス 
本 カ | kW 2200x1 
車 使用 水量 | m$ 3.5 

所 回 転 数 | rpm 750 

形 式 立 軸 回 転 界 磁 三 相同 期 
発 (0 シッ シク レジ ) 
電 | 出 カ | kVA 2200x1 
機電 圧 | V 6600 
電 流 | A 192 
名 称 入 畑 ダム 
目 的 治水 ・ 上 水道 ・ 工 業 用 水道 ・ 
か ん が い ・ 発 電 

了 形 式 重力 式 コ ンク リー ト ダ ム 
坦 高 | m 800 
坦 長 | m 2330 
体 積 | mm 293.200 

ム | 総 貯水 量 | T 15.400.000 
有効 貯水 量 | m 13.900.000 
流 域 面積 | km 38.0 
洪水 面積 | km 063 
































秘 湯 夏 油 温泉 の 入口 に 立地 する 発電 所 


入 畑 発電 所 は 、 最大 出力 が 2.100 キ ロワ ッ ト の ダム 式 発電 所 で 、 
県 営 と し て は 10 番 目 の 発電 所 と し て 、 平 成 2 年 4 月 に 運転 開始 し 
まじ た 。 

この 発電 所 は 、 入 畑 ダム (治水 、 上 水道 、 工 業 用 水道 、 か ん が 
い 及 び 発 電 を 目的 と する 多目的 ダム 、 平 成 2 年 完成 ) の 貯留 水 を 
利用 し て いま す 。 

発電 は ダム の 利水 放流 水 を 利用 し て いる こと か ら 、 ダ ム 運 用 に 
完全 に 従属 し て 運転 し て いま す 。 

新 技術 の 採用 に よる 建設 コス ト の 縮減 と し て 、 導 水路 に FRP 
管 (強化 プラ スチ ッ ク 複 合 管 ) を 使用 し て いま す 。 
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NE 松川 
水系 河川 名 北上 川 水系 松川 
所 在 地 八幡 平 市 松尾 寄木 
形 式 水路 式 
最大 有効 落差 | m 1880 
祭 | 最大 使用 水量 | mm 30 
最 大 出 力 | kW 4600 
年 間 供 給電 力量 目 jkWh 19 
運転 開始 年 月 平成 8 年 10 月 
電 | | 形 式 横 軸 単 輪 二 射 ペル トン 
ポ 出 力 | kW 4750x1 
年 | 使用 水量 | mi 30 
所 回 転 数 | rpm 300 
形 。 式 横 軸 回 転 界 磁 三 相同 其 
発 (グラ ジル レズ) 
電 出 カカ | kVA 4700 
機 電 服 | W 6.600 
電 。 流 | A 412 
上 名 称 松川 取水 堀 他 1 か 所 
半 | 流 赴 面 積 km 262 











森 に と け こ お む 山 小屋 風 の 発 電 所 


松川 発電 所 は 、 最 大 出力 が 4600 キ ロワ ッ ト の 水路 式 発電 所 で 、 
県 営 と し て は 11 番 目 の 発電 所 と し て 、 平 成 8 年 10 月 に 運転 開始 し ま 
し 2758 

松川 取水 堀 は 施工 性 、 経 済 性 に 優れ て いる 「 ゴ ム 引 布製 起伏 堀 ( 通 
称 ラ バー ダム )」| を 採用 し て いま す 。 焼 切 川 取水 坦 か ら の 導水 管 は 、 
焼 切 川 の 水質 が 強酸 性 水 の た め 、 施 工 性 、 経 済 性 、 メ ン テ ナ ンス に 
優れ て いる FRPM 管 ( 強 化 プ ラス チッ ク 複 合 管 ) を 採用 し て いま す 。 

また 、 自然 景観 と の 調和 に 配慮 し 、 水圧 管 路 の 大 部 分 を 埋設 と し 、 
発電 所 建屋 は 外観 を 山小屋 風 と し て いま す 。 





な ター - 


松川 取水 堀 ・ ゴ ム 引 布製 起伏 坦 








tT 


19 


ャ ーー 


